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２０１９年電力１０円以下の時代へ 

発電した電気は自分で使う時代に 

「フィット終了＝2019年問題」と題して

「新エネルギー革命会顧問」の恒石隆顕氏

が記念講演をされました。恒石氏は家庭用

太陽光発電が 2019年 11月より定額売電制

度(フィット)から卒業(2019 年度 53万軒)す

るため、四国電力は 7円・関西電力は 8円

で購入すると発表と紹介。今家庭が購入し

ている電力は 25円～30円。だから自分の

家で発電した電力を 7円～8円で売るより

自分で使い切る人が増える。すなわち蓄電

池を売る商売がさかんになると強調。しか

も今一番安い蓄電池は日産の電気自動車リ

ーフ。電気自動車を買う人、蓄電池を購入

する人が増える時代になる。恒石氏は「今

後地球の気温が 2度も高くなると予想され

る。子供たちの未来のために、地球温暖化

をストップさせる責任が大人にある」とし

自然エネルギーの役割を強調しました。ま

た政府の「原発再稼働政策は使用済み核燃

料問題を無視している」と批判しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５回総会でパルシステムへの売電決定（井土浜１号機から） 

きらきら電力購入希望者は購入先をあいコープに切り替えてください 

 ＮＰＯきらきら発電は 4月 27日第５回総会 

を開き、2018年度の活動報告・決算と 2019年 

度の活動方針・予算案を審議。2019年 6月よ 

り電力の売り先を、井土浜１号機について、 

東北電力からパルシステム(購買生協)に切り替 

えることを確認しました。 

自然エネルギー由来の電力を買おう  

 購買生協卸のパルシステムは関東・南東北を 

対象地域にし、宮城では「あいコープみやぎ」 

が卸先になっています。したがってきらきら発 

電の電力を使いたい方は、「あいコープみやぎ」 

に加入し、電気を購入することになります。 

１１月２～３日旅行会で見学できます 

 パルシステムは自然エネルギー由来の電気を 

扱っており、飯館電力・元気あっぷ土湯・ひっ 

ぽ電力・山形野川発電などから電気を仕入れて 

います。どこもきらきら発電が今年 11月「自 

然エネルギー見学旅行」にゆく場所です。 

 当日パルシステムの方が案内されます。多く 

の方が参加されることを期待します。 

みやぎ生協にも打診しました 

 東北電力が 2020年女川原発 2号機の再稼働 

に固執しているので、きらきら発電は売り先を 

変更しました。あいコープだけでなく、みやぎ 

生協にも打診しましたが、みやぎ生協は自分の 

ところで発電したものを売る方針で、市民発電 

所の電力を購入する予定はないとの返事でした。 

 ということで、ぜひ「あいコープ」にも加入され

ることを期待します。（電力購入のみでも可） 
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